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（　）前月比

平成30年12月31日現在

世帯数 6,328世帯（＋7）

13,234
6,735
6,499

人（－23）

人（－9）

人（－14）

人　口
男
女

次目
伊野波副町長の就任について
上本部小が赤い羽根共同募金に寄付ほか
新春祝賀会ほか
法定相続情報証明制度ほか
情報ひろば
本部高校生が外国語版の観光パンフレットを町に贈呈ほか

2
3
4
5

6～7
8

2月24日（日）は
県民投票が実施されます！
予定のある方は事前投票ができます。

詳しくは6ページへ

新たな飛躍の年の始まり
新春祝賀会

新たな飛躍の年の始まり
新春祝賀会

1月4日、本部町会館で新春祝賀会が行われ、町内外から多くの方が参加し、
新たな年の幕開けを祝いました。詳しくは4ページへ。



本
部
港
が
「
国
際
旅
客
船
拠
点
形
成
港
湾
」
に
指
定
さ
れ
、

２
０
２
０
年
か
ら
多
数
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
が
始
ま
る
こ

と
か
ら
12
月
26
日
、
町
内
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
対
応
の
促
進
を
目

的
と
す
る
「
本
部
港
ク
ル
ー
ズ
促
進
協
議
会
」
が
本
部
町
役
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
町
、
町
観
光
協
会
、
町
商
工
会
な
ど
11
団
体
で

組
織
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
・
受
け
入
れ
に
必
要
な
活
動
、
港

湾
に
関
す
る
情
報
提
供
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

事
業
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

会
議
で
は
、
言
語
や
2
次
交
通
の
対
応
、
下
船
し
た
観
光
客
に

町
内
に
滞
在
し
て
も
ら
う
方
法
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
「
船
内
で
事

前
に
町
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
」、「
町
内
を
巡
る
ツ

ア
ー
を
盛
り
込
む
」
な
ど
の
案
が
上
が
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

意見を交わす関係者たち

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
選
任
同
意
が
可
決
さ
れ
、
伊
野
波

盛
二
氏
（
53
）
が
平
成
31
年
1
月
1
日
付
け
で
、
副
町
長
と

し
て
就
任
し
ま
し
た
。
伊
野
波
氏
は
本
部
町
字
伊
豆
味
出
身
、

字
東
在
住
。
沖
縄
国
際
大
学
を
卒
業
し
、
昭
和
63
年
に
本
部

町
役
場
に
入
庁
、
企
画
政
策
課
長
、
産
業
振
興
課
長
、
建
設

課
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
就
任
に
際
し
伊
野
波
氏
は
「
役
場

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
町
民
と
力
を
合
わ
せ
、
平
良
町
長
の
掲

げ
る
政
策
を
一つ
一つ
具
体
的
に
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

沖
縄
離
島
体
験
交
流
促
進
事
業
で
、
7
月
に
石
垣
島
で
他
の
離
島
の
児
童
た
ち
と

交
流
し
た
水
納
小
学
校
5
年
の
宮
里
琉り

ゅ
う
た太

君
が
12
月
11
日
、
町
議
会
議
場
で
交
流
体

験
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
離
島
に
住
む
児
童
が
別
の
離
島
で
交
流
体

験
を
行
う
こ
と
で
、
島
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
Ｕ
Ｊ
タ
ー
ン
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に

沖
縄
県
が
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
、 

宮
里
君
を
含
め
、
6
校
56
人
の
児
童

が
参
加
し
、
田
植
え
体
験
、
夕
食
交

流
会
、
魚
さ
ば
き
体
験
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

宮
里
君
は
「
な
に
も
な
い
と
こ
ろ
が

い
い
と
こ
ろ
」
と
水
納
島
の
良
さ
を
紹

介
し
、「
お
花
を
い
っ
ぱ
い
植
え
て
蝶
の

ア
イ
ラ
ン
ド
に
し
た
い
」「
島
の
1
周
道

路
や
カ
フ
ェ
・
公
園
を
つ
く
り
た
い
」、

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
い
」
な
ど
水
納
島
で
や
り

た
い
5
つ
の
夢
を
語
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
日
頃
の
学
習
成
果
な
ど
を
発
表
し
、
本
部
高
校
の
魅
力

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
町
民
報
告
会
が
12
月
19
日
、
本
部
町
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
部
高
校
は
、
世
界
的
な
視
点
を
持
ち
、
地
域
経
済
や
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
年
度
海
外
へ
派
遣
さ

れ
た
生
徒
た
ち
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
短
期
留

学
で
ラ
オ
ス
に
派
遣
さ
れ
た
2
年
生
の
赤
澤
ま
ひ
る
さ
ん
は
、
現
地
で

地
雷
を
踏
ん
で
被
害
を
受
け
た
人
や
、
物
乞
い
を
す
る
貧
し
い
人
を
目

の
当
た
り
に
し
、「
自
分
に
関
係
の
な
い
こ
と
と
思
わ
ず
、
こ
の
よ
う

な
人
が
い
る
現
実
に
目
を
向
け
る
事
が
大
切
と
思
っ
た
」
と
発
表
し

ま
し
た
。

ま
た
、
や
ん
ば
る
圏
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
に

よ
る
発
表
も
行
わ
れ
、
1
年
生
の
岸
本
未み

咲さ
き

さ
ん
と
仲
井
間
羽は

花な

さ
ん

が
、
身
振
り
を
交
え
な
が
ら
流
暢
な
英
語
で
弁
論
を
披
露
し
ま
し
た
。

水納小 宮里琉太君
離島での交流体験を報告

本
部
高
校
町
民
報
告
会

今
後
の
ク
ル
ー
ズ
対
応
策
を
検
討

伊野波 盛二　副町長

海外研修を発表する生徒たち堂 と々発表する宮里君

生
徒
た
ち
が
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表

町
内
各
団
体
が
連
携

伊
野
波

副
町
長
の

就
任
に
つ
い
て

2月9日はフクギの日！本部町はフクギの里宣言をしているよ。
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12
月
28
日
、
韓
国
忠
ち
ゅ
う

清せ
い

南な
ん

道ど
う
の
小
中
高
校

の
教
員
ら
行
政
視
察
団
が
本
部
高
校
を
訪
れ
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
高
校
は
、

韓
国
語
な
ど
の
外
国
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
本
部
高
校
で
の
韓
国
学
生
と
の
交
流
や
、

生
徒
た
ち
の
韓
国
派
遣
の
様
子
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
韓
国
語
を
学
ん
で
い
る
本
部
高
校
2

年
の
仲
田
耀き
ら
りさ

ん
、
崎
原
恋れ
ん

さ
ん
、
長
嶺
亜あ

由ゆ

さ
ん
の
3
人
が
、
韓
国
語
で
町
の
特
産
品
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
発
表
後
に
は
質
疑

応
答
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
3
人
は
韓
国
語
で

回
答
す
る
な
ど
し
、
視
察
団
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

視察団の質問に応える3人

12
月
13
日
、
上
本
部
小
学
校
が
町
共

同
募
金
委
員
会
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

へ
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
寄
付
金
と
し
て

１
３
，３
７
２
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
全
校

児
童
へ
呼
び
か
け
、
約
2
週
間
の
募
金
活
動

で
集
め
た
お
金
で
、
同
校
児
童
会
役
員
の

佐
藤
巧た
く

命み

君
、
具
志
堅
詞し

音お
ん

君
、
仲
原
芽め

依い

さ
ん
の
3
人
か
ら
、
同
会
の
桃
原
清
吉

常
務
理
事
へ
渡
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
で
あ
い
さ
つ
し
た
仲
原
さ
ん
は
「
上

小
っ
子
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
優
し

い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
年

寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
、
本
部
町
を
良

く
す
る
活
動
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

1
月
2
日
、
新
里
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
新
里
山
い
も
ス
ー
ブ
（
主
催
・
新

里
山
い
も
研
究
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山

い
も
の
重
量
や
形
の
良
さ
を
競
う
大
会
で
、
町

内
外
か
ら
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
０
０
㎏

を
超
え
る
山
い
も
が
出
る
と
会
場
か
ら
は
歓
声

が
上
が
り
、
総
重
量
部
門
で
は
高
良
良
通
さ

ん
が
１
３
０
・
14
㎏
で
見
事
2
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
同
区
の
主
婦
た
ち

に
よ
る
山
い
も
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
、お
好
み
焼
き
、

サ
ラ
ダ
な
ど
の
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
山
い
も
づ

く
し
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

12
月
21
日
、
合
名
会
社
水
納
海
運
（
大
城
清
剛
代
表
社
員
）

と
本
部
警
察
署
（
金
城
秀
実
署
長
）
が
「
大
規
模
災
害
及
び
突

発
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
み
ん
な
Ⅱ
（
定

員
１
７
６
人
）
で
島
民
や
観
光
客
を
移
送
す
る
こ
と
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
協
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

大
城
代
表
は
「
水
納
島
に
は
航
路
が
1
つ
し
か
な
い
。
い
つ
災

害
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
安
全
安
心
の
た
め
出
来
る
限

り
協
力
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

金
城
署
長
は
「
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
は
多
く
の
人
が
来
る
の
で
、

両
者
協
力
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

本
部
署
に
は
警
備
艇
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
気
象
や
海
の

条
件
な
ど
で
水
納
島
に
接
岸
で
き
な
い
な
ど
の
支
障
が
あ
る
た
め
、

同
協
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

上
本
部
小
が
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付

第
25
回 

新
里
山
い
も
ス
ー
ブ

水
納
海
運
が
本
部
署
と��

協
力
協
定
締
結

韓
国
行
政
視
察
団
が��

本
部
高
校
を
訪
問

寄付金を手渡す児童会の皆さん

（左から）協定を交わした大城代表と金城署長入賞者の皆さん

今
年
も
１
０
０
キ
ロ
超
え
が
続
出
！！

部　門 内　容 氏　名

総重量

優勝（130.14kg） 高良 良通さん

2位（124.26kg） 新崎 　隆さん

3位（116.10kg） 国吉 勝美さん

ティーチスーブ 
（一塊りの重さ） 31.54kg 新里 重蔵さん

オージヤマン 
（形の良さ） 田中 　寧さん

インフルエンザの流行時期だよ。こまめな手洗いと咳エチケットを心がけよう！
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今
帰
仁
村
や
名
護
市
か
ら
本
部
高
校
へ
通
学
す
る
生
徒
の

登
校
を
助
け
る
た
め
、「
本
部
高
校
応
援
バ
ス
」
を
運
転
し
て

い
る
、
本
部
高
校
後
援
会
の
平

田
勉
さ
ん
・
玉
城
堅
さ
ん
・
上

間
久
男
さ
ん
・
喜
納
政
樹
さ

ん
・
城
間
哲
さ
ん
の
５
人
に
11

月
26
日
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
勤
労
感
謝
の
日

に
因
ん
だ
も
の
で
、「
無
事
故
、

無
運
休
が
誇
り
。
本
部
高
校

生
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
安
全
第
一
で
こ
れ
か
ら
も

運
転
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

感謝状が贈られた運転手の皆さん

新
春
祝
賀
会
が
1
月
4
日
、
本
部
町
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
文
化
協
会
の
か
ぎ
や
で
風
で
幕
開
け
し
、
町
内

外
の
企
業
、
各
種
団
体
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、
新
た
な

年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
平
良
町

長
は
、
町
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
話
し
「
日
本
一
心
豊

か
な
町
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
モ
ト
ブ
ン
チ
ュ
の
個

性
を
大
切
に
し
、
心
を
一つ

に
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
新
年
に
あ
た
っ

て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

12
月
16
日
、
第
36
回
各
字
対
抗
少
年
駅
伝
競
走
大
会
が
行

わ
れ
、
本
部
町
と
今
帰
仁
村
か
ら
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
帰
仁
村
総
合
運
動
公

園
か
ら
町
運
動
公
園
ま

で
の
総
距
離
14
・
6
㎞
、 

全
9
区
間
で
競
わ
れ

ま
し
た
。

町
内
チ
ー
ム
で
は
備

瀬
新
里
具
志
堅
合
同

チ
ー
ム
が
3
位
に
入
賞

し
、
古
堅
蓮
さ
ん
（
大

東
山
）
と
與
儀
健
也
君

（
崎
本
部
）
が
区
間
賞

を
獲
得
す
る
な
ど
健
闘

し
ま
し
た
。

1
月
7
日
、
町
建
設
業
者
会
（
平
良
學
会
長
）
が
本
部
町

役
場
を
訪
れ
、
第
41
回
も
と
ぶ
八
重
岳
桜
ま
つ
り
へ
役
立
て
て

ほ
し
い
と
寄
付
金
25
万
円

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

平
良
会
長
は
「
ツ
ル
刈
り

作
業
な
ど
出
来
る
範
囲
で

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
寄
付
金
を
受

け
取
っ
た
平
良
町
長
は
「
台

風
時
に
は
清
掃
作
業
を
手

伝
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
助

け
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

る
。
今
後
も
町
づ
く
り
に

協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
字
大

浜
の
多
目
的
広
場
に

て
、
第
9
回
本
部
町

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
主
催
・

町
社
会
福
祉
協
議
会
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

部
町
デ
イ
ケ
ア
や
町
心

身
障
が
い
者
親
の
会
、

町
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
、
本
部
海
陽
園

な
ど
の
利
用
者
の
方
た

ち
が
参
加
し
、
競
技
を

通
し
て
、
日
頃
の
運
動

不
足
を
解
消
し
、
他

団
体
と
の
親
睦
も
深
め

ま
し
た
。

今
年
度
も
、
字
並
里

の
運
立
橋
か
ら
本
部
小

学
校
ま
で
の
満
名
川
沿
い

約
1
・
6
㎞
の
草
刈
清

掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
満
名
川
に
て
取
水

を
し
て
い
る
沖
縄
県
企
業

局
の
平
成
30
年
度
水
源

環
境
保
全
活
動
支
援
事

業
に
よ
る
補
助
を
受
け
、

町
が
実
施
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、

良
好
な
水
源
環
境
の
保

全
が
で
き
ま
し
た
。

新
春
祝
賀
会

各
字
対
抗
少
年
駅
伝
競
走
大
会

町
建
設
業
者
会
が
桜
ま
つ
り
に
寄
付

第9回 本部町ふれあいグラウンド
ゴルフ大会が開催されました

満
名
川
沿
い
の
草
刈
清
掃
を�

�

実
施
し
ま
し
た

運
転
手
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
贈
呈 新年の決意を述べる平良町長

3位でゴールする備瀬新里具志堅合同チームの川満君

草刈・清掃作業の様子

寄付金のご協力ありがとうございます。

親睦を深めた参加者の皆さん

新
た
な
飛
躍
の
年
の
始
ま
り

本
部
高
校
応
援
バ
ス

空気が乾燥しやすい季節だね。火災が発生しやすいため、火の元には注意しよう！
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Ａ銀行
(預金払戻)

戸籍書
類一式

法定相続情報
一覧図の写し
(無料で必要な
 通数を交付)

現  行

制度の概要

返却

返却

Ｂ銀行
(預金払戻)

預金口座がいくつもある場合にお勧めです。
手続が同時に進められ、時間短縮につながります。

時間がなく、戸籍の
収集や一覧図の作
成が面倒な場合は、
専門家※2に依頼す
ることも可能です。

新制度

○
○
○
銀
行

○
○
○
銀
行 ポイント！

ポイント！

①-1 市区町村の窓口で戸除籍謄本等を収集します。

①-2 法定相続情報一覧図を作成します。

①-3 所定の申出書を記載し、①-1、①-2の
書類を添付して登記所に申出をします。

Ａ市役所

Ｂ市役所

②-1 登記官による確認、法定相続情報一覧図の保管

②-2 認証文付き法定相続情報一覧図の写しの交付、
戸除籍謄本等の返却

③ 各種相続手続へお使いください。
（戸籍の束の代わりに各種手続において提出することが可能に）利用

確認
・
交付

（登記所）

申出
（法定相続人
又は代理人）

※2 弁護士、司法書士、土地家屋調査士、税理士、
　　社会保険労務士、弁理士、海事代理士、行政書士

 登記所
(相続登記)

不動産の相続登記
をお忘れなく！

次の世代へのつとめです

未来につ
なぐ相続登記

本部町認知症高齢者等SOSネットワーク（事前登録）のご案内

あなたの相続⼿続を応援します！　法定相続情報証明制度

認知症により徘徊のおそれのある方
に対して、行方不明時の捜索や普段の
見守り等を地域で協力し合い、ご本人
とご家族を支援するのが「本部町認知
症高齢者等SOSネットワーク」です。

本部町役場、警察署、社協、地域
の協力機関（医療機関や介護施設等）、
地域見守り隊等で構成されます。

認知症になっても住みなれた地域で
安心して暮らし続けるため、大切な命
と安全を守るためのしくみです。

ご利用には事前登録が必要です。事
前登録に関するお問合せは下記までご
連絡ください。

平成２９年５⽉２９⽇（⽉）から、全国の登記所（法務局）に
おいて、各種相続⼿続に利⽤することができる「法定相続情報証
明制度」がスタート！この制度を利⽤することで、各種相続⼿続
で⼾籍謄本の束を何度も出し直す必要がなくなります（※1）。

※1 �相続⼿続で必要となる書類は、各機関で異なりますので、必要な書類は
提出先となる各機関にご照会ください。

本部町認知症高齢者等SOSネットワークのしくみ

SOSネットワーク窓口SOSネットワーク窓口
警察(夜間、休日も対応)・役場警察(夜間、休日も対応)・役場 協力事業所協力事業所

社会福祉協議会、医療機関 
介護施設、地域見守り隊

（公共交通機関・金融機関）など

社会福祉協議会、医療機関 
介護施設、地域見守り隊

（公共交通機関・金融機関）など

通常業務の範囲内で、
周囲に意識を向け、

情報提供を依頼します。
注視依頼 事前登録者 

捜索依頼捜索依頼家に 
帰って

こない！

①登録者のお名前 
②性別、年齢など 
③出かけた時の状況など

本部署：0980-47-4110
役　場：0980-43-0565 

お問い合わせ  本部町地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565

お問い合わせ  那覇地方法務局名護支局
TEL.０９８０-５２-２７２９

バスを利用しよう！インターネットサイト「バスなび沖縄」では経路や時刻、運行状況などが確認できるよ。
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辺野古米軍基地建設のための 
埋立ての賛否を問う県民投票

【投票日】平成３１年２月２４日（日）投票時間：午前７時～午後８時

【期　間】平成３１年２月１５日（金）～２３日（土）
【時　間】午前８時３０分～午後８時
【場　所】�本部町役場　町民ロビー（本部町役場内１階）
投票日に仕事や冠婚葬祭、旅行、レジャーなどの予定がある方は、
事前に投票することができます。

※�投票には投票所入場券（入場券が無い場合は身分を証明できる 
もの）をお持ちください。
お問い合わせ  本部町選挙管理委員会事務局 TEL.47-2358

2月は固定資産税4期・国保税8期・ 
後期高齢8期の納付月です

※�2月は町県民税4期・国保税7期・後期高齢7期・未納の方に督促
料100円が発生します。引き続き未納が続くと延滞金も発生します
ので、期限内の納付をお願いします。

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

固定 
資産税

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

町県 
民税

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

軽自動
車税 ○

国保税 ○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

後期 
高齢

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

○
９期

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

午後5時30分～	
午後7時30分平成31年2月25日（月）2月の夜間	

納税相談日

相談できる税/	固定資産税・町県民税・軽自動車税・国保税・	
	 後期高齢者医療保険料

お問い合わせ  �保険予防課 TEL.47-2701 町税対策課 TEL.47-5629

水中ウォーキング教室
自分らしい生活を送るために「からだにいいこと」始めませんか？

生ごみ処理機及び処理容器 
購入費用の助成について

認知症を学ぼう！  －認知症サポーター養成講座－

水中での浮力、水の抵抗を利用した運動プログラムで、効果的に
筋力をつけることができます。

インストラクターによる直接指導で安全・安心に運動が行えます。
【対 象 者】65歳以上の元気な方（初めての方を優先します）
【定　　員】14名
【期　　間】2019年4月9日～6月25日（予定）
【日　　時】毎週火曜日　午前9時30分～11時
【場　　所】�もとぶ元気村ウェルネスセンター（２５ｍプール）
【参 加 費】無料
【送　　迎】なし
【お申込み】2019年2月19日～3月19日もやすごみのうち約30％を食べ残しや野菜くずなどの生ごみが占め

ます。堆肥にして家庭菜園やガーデニングに使えば、家庭から出る
生ごみを減らすことができます。本部町では生ごみの減量化もしくは
堆肥化することを目的に製造された機器を購入された方へその費用の
一部を補助金として助成を行っております。

申請の流れや申請様式については本部町ホームページでもご確認
いただけます。
【補助の対象】

①本部町に住んでいる人（住民登録されている人）
②�処理機及び処理容器を適切に維持管理し、有効に利用でき

る人
③生ごみからできた堆肥を自己処理できる人
④本部町における税金の滞納がない人（町税、国保税等）

【補助金額】
購入費の2分の1以内（上限額5,000円）
※処理機と処理容器の補助金を重複して受け取ることはできません。

【申請のときに必要な書類】
・身分証明書（運転免許証、保険証、住民票等）
・販売店発行の領収証（レシートのみは不可）
・レシート（商品名、値段等が記載されている）
・印鑑
※購入後3ヶ月以内に申請が必要です。

本部町では認知症について正しく理解し、偏見をもたず、認知症
の人やその家族を温かく見守る認知症サポーターを養成していきたい
と考えております。

自分自身の問題や家族、友人のために、多くの皆さんが認知症に
ついて知ることで、認知症の方々にやさしく寄り添える町にしましょう。
【対象者】�本部町内にお住いの方。10人以上から申し込みを承ります。 

※10人に満たない場合でも、ぜひご相談ください。 
例えば・・・
地域で 老人会、婦人会、子ども会、ボランティア団体など
職場で 職種は問いません。銀行、郵便局、小売業、

運送業（タクシー・バスなど）、商工会など
学校で 小・中学校及び高等学校の生徒、教職員、PTAなど
その他 趣味の集まり、友人同士のグループなど

【受講料】無料 　　　【講座時間】1時間から2時間程度（相談可）
【受講方法】�日程調整や教材の準備に時間が必要になります。電話にて

お問い合わせください。

お問い合わせ  本部町地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565

お問い合わせ  本部町地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565お問い合わせ  本部町保険予防課 TEL.47-5602

期日前投票

【町県民税・軽自動車税・固定資産税・国民健康保険税】の納付は便利な口座振替がおすすめです。
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ご寄付 本部町ちゅらまちづくり応援基金
ありがとうございました。平成30年11月16日～12月15日分

2・3月の町内行事・イベント情報
日程 行事・イベント 場所

2
月

2日 第11回本部町琉球歌留多大会 町立博物館
5日 旧正恒例のグラウンドゴルフ大会 給食センター前広場
16日 おはなし会 町立図書館
18日～	
3月4日 特別休館（蔵書点検） 町立図書館

3
月

1日 本部高校卒業式
9日 町内中学校卒業
16日 おはなし会 町立図書館
19日 町内小学校卒業式

●町内イベントは町ホームページのイベントカレンダーでも確認できます。

件数1,578件………………………総額44,162,000円
●詳細は町ホームページに随時更新予定です。 課　程 科　　名 募集人数 期　間

普通課程

自動車整備科 10名

2年
電気システム科 10名

メディア・アート科 11名

情報システム科 10名

短期課程

オフィスビジネス科 13名
20名 6ヶ月オフィスビジネス科

（身体障がい者対象） 7名

総合実務科
（知的障がい者対象） 15名

1年
造園ガーデニング科 20名

※�募集期間：‌�2019年2月1日（金）～2月28日（木）�  
（但し、土日祝日は除く）

※授業料無料（但しテキスト代、検定代、教材などは自己負担）
※�オフィスビジネス科は身体障がい者と健常者を同一教室・カリキュ

ラムで訓練を実施します。
※詳しくは、お問い合わせください。

沖縄県立具志川職業能力開発校 
2019年度職業訓練生募集

お問い合わせ  具志川職業能力開発校 TEL.098-973-6680

①集金は平成31年3月31日をもって終了となります。
②�納付は便利な口座振替でお願いします。 

(申込書は集金人が持っています)
③�水道の名義人又は郵送先住所が実際と違う場合は、 

公営企業課にて変更届出をお願いします。�  
(�そのままにすると、納付書が届かなくなることがあります。なお、
どうしても手続きに本人が来られないときは、委任状を取得し、
代理人が手続きをお願いします。)

水道料金についての3つのお知らせ

お問い合わせ  本部町公営企業課 TEL.47-3044

農振計画全体見直しでは、基礎調査のほか、農振農用地への編入、
農振農用地から除外等の申請を下記の日時まで受け付けております。
申請には、事業目的等に応じて必要書類が異なりますので、本部町
役場の産業振興課までお問い合わせください。

なお、申請があれば必ず編入・除外等がされるのではなく、法律
や町の実情等を勘案し処分が異なりますので、ご了承ください。
※�全体見直しにかかる作業中は、新たな申請は受付しておりませんの

で、ご了承ください。 
新たな申請は、全体見直し作業後を予定しております。

【申請期間】‌平成31年3月22日（金）まで
【申請場所】‌本部町役場　産業振興課

農振計画全体（総合）見直しにおける 
編入・除外等申請について

お問い合わせ  本部町産業振興課 TEL.47-2412

【採用種目】自衛官候補生
【受付期限】平成３１年２月２２日（金）
【試 験 日】�平成３１年３月１日（金） 

又は２日（土）の何れか１日

第７回 自衛官候補生募集案内

お問い合わせ  	沖縄地方協力本部　名護地域事務所
	 住所：名護市宮里452-3　名護地方合同庁舎４階
 	 TEL.0980-52-4064

沖縄県最低賃金額が、平成30年10月3日から 「762円」となって
います。

沖縄県内で働くすべての労働者及び使用者に適用されます。
「使用者も労働者も『チェックしなくちゃ。最低賃金』」
詳しくは、沖縄労働局のホームページをご確認ください。
(https://jsite.mhlw.go.jp/okinawa-roudoukyoku/)

沖縄県最低賃金額の改正のお知らせ

お問い合わせ  沖縄労働局労働基準部 TEL.098-868-3421

2月28日は固定資産税（４期）・国保税（８期）・後期高齢（8期）の納期限です。納期限内の納付をお願いします。
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ベジタブルインキを
使用しております。

12
月
20
日
、
本
部
高
校
福
祉
コ
ー
ス
3
年
生
と

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
饒
平
名
知
春
会
長
）
が
ド

リ
ー
ム
保
育
園
を
訪
れ
、
地
域
の
お
年
寄
り
や
身

寄
り
の
な
い
方
の
見
守
り
活
動
を
行
う
地
域
見
守

り
キ
ッ
ズ
隊
の
隊
員
証
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

交
付
前
に
見
守
り
活
動
の
大
切
さ
を
園
児
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
生
徒
が
手
づ
く
り
の
紙
芝

居
「
見
守
り
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
紙
芝
居
に
夢
中
で
、
読
み

終
わ
る
と
「
も
う
一
回
読
ん
で
」
と
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
生
徒
た
ち
か
ら
園
児
へ
社
協
の
連

絡
先
が
記
載
さ
れ
た
隊
員
証
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

紙
芝
居
の
制
作
と
読
み
聞
か
せ
を
し
た
松
田
あ
す

か
さ
ん
と
豊
里
美
波
さ
ん
は
「
小
さ
い
子
ど
も
に
も

分
か
る
よ
う
に
作
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
ア
ン
コ
ー

ル
も
し
て
く
れ
た
の
で
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

1
月
7
日
、
本
部
高
校
生
が
本
部
町
役
場
を
訪
れ
、
韓
国
語
と
英

語
版
の
観
光
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
各
２
０
０
部
を
町
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
部
高
校
生
で
結
成
さ
れ
た
「
本
部
高
校
観
光
Ｐ
Ｒ
隊
」
に

よ
る
取
り
組
み
の
一
環
で
、
同
隊
は
こ
れ
ま
で
八
重
岳
桜
ま
つ
り
、
韓
国

研
修
な
ど
で
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
町

内
の
お
店
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
が
直
接
足
を

運
ん
で
取
材
し
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
全
て
手
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
成
に
携
わ
っ
た
3
年
の
城
間
一い
っ
き基
君
と
2
年
の
仲
田
耀き
ら
りさ
ん
は
「
こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
良
い
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

平
良
町
長
は
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
桜
ま
つ
り
や
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ン
ケ
イ

ソ
ウ
ま
つ
り
な
ど
で
配
り
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
高
校
生
の
斬
新
な
目
線
で

町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

12
月
7
日
、
字
山
里
の
カ
ル
ス
ト
地
域
の
山

「
ユ
ネ
ー
ヌ
ム
イ
」
と
そ
の
周
辺
で
、
山
里
カ

ル
ス
ト
有
志
会
（
根
路
銘
国
貞
会
長
）
に
よ
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

点
灯
式
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
関
係
者

が
集
ま
り
、
6
時
30
分
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
す
る
と
、
参
加
者
か
ら
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
地
域
住
民
が
カ
ル

ス
ト
地
域
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
今
年
で
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

点
灯
期
間
は
2
月
28
日
ま
で
の
午
後
6
時

か
ら
10
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
部
高
校
2
年
生
の
玉
城
夏か

穂ほ

さ
ん
が
平
成
30
年
度
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
・
公
益
財
団
法
人

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
）に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス

タ
ー
と
し
て
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
１
次
審
査
を
行
い
、
県

選
挙
管
理
委
員
会
の
2
次
審
査
後
に
沖
縄
県
を
代
表
し
て
全

国
の
審
査
会
に
も
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
21
日
に
沖
縄
県
庁
で
の
表
彰
式
に
参
加
し

た
玉
城
さ
ん
は
「
今
回
の
作
品
は
、
年
齢
・
性
別
・
障
害
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
色
々
な
人
を
取
り
入
れ
、
バ
ス
停
を
モ
チ
ー

フ
に
選
挙
権
と
い
う
乗
車
券
を
持
っ
た
私
た
ち
が
未
来
へ
と
向

か
う
様
子
を
描
き
ま
し
た
。
未
来
を
創
る
、
社
会
の
創
造
者

と
な
る
若
者
と
し
て
、
よ
り
よ
い
選
択
の
で
き
る
人
に
な
り
た

い
で
す
」
と
受
賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

玉
城
さ
ん
は
、
他
に
も
第
42
回
沖
縄
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
の
美
術
・
工
芸
部
門
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

県
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
大
会
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

学
生
目
線
で
町
を
Ｐ
Ｒ

本
部
高
校
生
が
外
国
語
版
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
町
に
贈
呈

地
域
を
彩
る
冬
の
風
物
詩

カ
ル
ス
ト
地
域
で�

�

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

本部高校生の活躍が光る！
明るい選挙啓発ポスターコンクールで 

玉城さんが優秀賞！

優秀賞を受賞した玉城さん（右から３番目）とその作品（写真中央下段）

きれいに輝くイルミネーション みんなで地域見守りを頑張ります！

平良町長にパンフレットを贈呈する城間君と仲田さん

ド
リ
ー
ム
保
育
園
園
児
へ
地
域
見
守
り
キ
ッ
ズ
隊
員
証
を
交
付


